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伊藤総経理が上海日本商工クラブ理事長に就任 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
伊藤総経理が、2014年度の上海日本商工クラブ理事長に就任し、1月22日の総会で今年度の活動計画を報告されました。 
会員企業の円滑な事業活動をサポートし、日中経済交流と日中友好の発展に貢献すべく、力を尽くしてまいります。 
  
上海日本商工クラブについて 
・上海日本商工クラブは1982年に設立、2004年に「民営非企業組織」として正式に認可され、現在2,400超の会員を擁する世界最大規 
 模の在外日本商工会議所。 
・クラブの宗旨は、「会員の中国における貿易、投資及びその他経済交流の促進に係わる援助及び便宜供与等の関係事業を通じて 
 会員の円滑な事業活動を促進し、日中経済交流の発展と日中友好の促進に資すること」。 
・主な活動内容は、業種別部会を通じた会員間交流の促進、各種委員会を通じての社会貢献・文化交流・日本人学校支援等。 

  
理事長の役割 
・定款に則り、クラブの法定代表者として、クラブの業務全般を統括する。具体的には年6回の理事会の運営、年1-2回の総会の開催、 
 クラブ運営上必要な決裁、日本人学校関係の行事、社会貢献活動、渉外活動への参加等。 
・商工クラブの理事長は、上海日本人社会の代表メンバーの一人であり、上記業務に加え、上海市政府や日本総領事館、JETRO等と 
 の連携、他地域の商工会、地方自治体との関係強化、日本政府、日本商工会議所、その他日本側各種団体との関係強化のため、 
 様々な行事やイベントへの出席が要請されます。 
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